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平凡の原理と主観確率 
―参照集団はどう決まるか― 
Copemican Principle and Subjective Probability 
-How Do We Decide the Reference Ensemble- 
榛葉 豊＊ 
Yutaka SHINBA 
Abstract: It is asserted by many astrophysicists and philosophers that the Copernican Principle applied to the 
future of our civilization seems to give some prediction on remaining time. And, the anthropoic principle seems 
to explain the fine tuning of our universe. However, the use of the anthropic principle and the Copernican 
(mediocrity) principle , will conclude drastically different subjective probability for slightly different situation. 
That is, of course, related to the difficulty of the principle of no difference, namely the problem of reference 
ensemble. We will integrate the many world problems of anthropic principle, enigma of interpretation of 
probability, the harder problem of consciousness, transmigration view, many-universe in cosmology and many 
worlds in quantum mechanics. Then, we discuss the prior identification and the posteriorly acquired status, and 






Everette の多世界解釈 13, 14・ 33-38) である.第二には意識の












2008年 3 月 6 日受理 

















仮説の 2 元論を，ユニタリー発展だけの 1元論にして，観 






























































































転生世界観など多岐にわたるテーマについての 12 編の連 
















































































































は 2.4 で論ずる． 
2.2 逆ギャンブラーの誤謬 
人間原理，平凡の原理を論ずるとき,最初に注意される

























一つの宇宙 → 一回のゲーム 


















































































































多宇宙 	 *-> 60億人の人類 
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等の考え，意識達の中からではなくすべての存在の中から
のランダムなサンプルなのである， 
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2000 年に Elga によって提出された「眠り姫問題」10,56) 







表 → 月曜 













この問題には2つの解答があり得る，それは p = 1/2 
と p = 1/3 である，ここにはベイズの定理的状況がな
かなか理解できない，と言う次元の問題よりもっと深い困
難があるのである． 
先ずp = 1/2 説.実験開始前に表の確率を問われたら, 















の問に対する答えは,前問の P= 1/2 と p=1/3 の 2 
説に対応して2通りになるだろう． 
p=1/2 派．→ 火曜ではないことが分かったのである 
から，裏が出て火曜という可能性はなくなった.表が出て
月曜か，裏が出て月曜かである．実験前の状況では裏が出
て火曜の確率は，裏の ln かける 月か火のどちらかと
いう 1/2 で 1/4 である．これがなくなり 裏で月曜の
確率 1/4 と 表で月曜の l/2=2/4 が残る，これを比
較すると P=2!3 である（ベイズの定理で改訂したの
である）. 
p=l/3派 → 火曜の可能性は 1/3 であると主張
しているのであるから，残るのは 表で月曜の 1/3 と， 







































ここで設定を極端にして，裏だったら 10000 日間起こす 








p = 1/2 派だと，起こされたときには，1/2 ．初日と聞い
たときには I00o00o/10000o1三 I である．この場合初
日と聞いたら，裏だったら百万分のーの奇跡になってしま
うのであるから,ほぼ確実に表である， 
p = 1/3 派だと, 起こされたときには 1/10oo00l三 0 ' 



























































































人間原理 	 モナド理論 
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